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化 学 科 
 

Ⅰ．目的・特色  

― 化学とは ― 

物質の性質や構造について原子や分子のレベルで理解・解明することから始まり，それらを制御・

操作し，さらには新しい物質を分子レベルで創造し構築することを目指した学問です。多様で魅力的

な分子の世界を理解し自在に操る化学は，まさに，自然科学の中心に位置する学問分野です。近年の

化学および関連分野の急速な発展に伴い，研究対象となる分子は，単純な単原子分子から DNA やタン

パク質などの巨大な生体分子，カーボンナノチューブやデンドリマーなどの人工超分子へと広がって

きました。また，解析手法の進展によって，分子の形を観測したり，分子の振動や化学反応の時間変

化を直接観測したりすることも可能になっています。原子・分子により形づくられるナノサイズのミ

クロな世界，ミクロな現象の積み重ねだけでは理解できない複雑なマクロの世界，化学は，分子や原

子が織りなすこれらの魅力的な研究対象への多彩なアプローチを提供します。これらの対象を理解・

解明し，それをもとにして地球上にない新たな物質を構築してみましょう。 

 

エネルギー 環境 
バイオ 

材料

ナノテクノロジー サステイナブル・ケミストリー 

生物学 

解明

物理法則に基づく理解 

制御 

理解 

操作 

構築創造 

生体作用発現の理解と応用 

物理学 
 

 

分子レベルでの物質構造・反応の解明から創造まで 

 
バイオケミストリー 
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－化学科とは－ 

化学科の教育は基礎学力の養成

と，それに裏付けられた鋭い解析

力をもつ，独創性豊かな研究者，

教育者，技術者を育てることを目

的としています。化学科では，基

礎研究をその中心に据え，原子・

分子とその集合体の振る舞いを支

配する原理を探求し，物質の個性，

多様性をより深く認識するととも

に，その原理を自在に応用・展開することをめざした教育・

研究を行っています。 

研究の面では，化学本来の実験・理論両面にわたる新しい

手法を積極的に開拓するとともに，化学と境界を接する他の

自然科学である物理学，生物学などの領域へも化学の特徴を

生かして積極的にアプローチを行い，新しい手法を構築して

います。また，実験を行う学生の危険を排除するために，実

験室の安全対策を徹底していること、および周辺の環境への

対策に努力していることも，化学科の特徴の一つでしょう。

世界レベルの教員陣と研究設備を有する化学科に，熱意あふれる学生の皆さんが積極的に参加してく

れることを期待しています。 

 

Ⅱ．学習内容 

本課程の内容は，学生が化学の諸分野を学ぶのに必要な基礎科目を，バランスよく筋道立てて学習

できるように計画されています。学生の皆さんが，増え続ける知識の吸収のみに追われることなく基

本的学問体系の骨組みを把握し，新たな発展に挑む意欲の湧く実力をつけるためのカリキュラムが組

まれています。２年次および３年次を通じて各分野の基本的講義，演習および実験科目が中心となっ

ています。２年次ではコンパクトにまとめた少ない必修科目で確かな学習を，３年次では，自主性を

尊重した選択科目を中心に，より高度で深い学習を実現します。また，将来の研究技術の基礎とする

ため実験と演習を重視することがカリキュラムの特色です。授業科目の進行とともに２年次，３年次

と順次高度な化学的内容と実験技術が学べるように配慮されています。その他，数学，物理学などの

基礎科目や化学各分野の最近の発展などについても自ら選択し学べるようになっています。４年次で

は，各研究室に配属し，教員の指導のもと，第一線の研究に加わって学士論文研究（卒業研究）を行

います。また，卒業研究と共に，セミナーを通じて研究論文，文献を読んで討論を行います。また学

外の講師による特別講義や，頻繁に訪れる外国人研究者によるセミナーなどから最近の研究の発展と

その将来などを知ることができます。 

日本最高レベルの安全対策を施した新鋭実験室（東１号館） 

世界最先端の実験装置 
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表１．化学科の講義科目の構成 

  無機分析化学系 物理化学系 有機化学系 化学全般 

第３学期 

講 義 無機化学第一 物理化学第一 有機化学第一 
安全の化学 

化学数学第一 

演 習 化学基礎演習第一 化学基礎演習第二   

実 験 化学基礎実験第一 化学基礎実験第二   

第４学期 

講 義 分析化学第一 物理化学第二 有機化学第二 化学数学第二 

演 習   化学基礎演習第三  

実 験   化学基礎実験第三 コンピュータ実習 

第５学期 

講 義 

無機化学第二 

分析化学第二 

凝縮体化学 

物理化学第三 

量子化学 

有機化学第三 

天然物化学 

有機構造化学 

 

演 習  化学総合演習第一 化学総合演習第二  

実 験  化学総合実験第一 化学総合実験第二  

第６学期 

講 義 

結晶化学 

地球化学 

光化学 

構造化学 

物性化学 

放射線化学 

有機反応論 

合成有機化学 
 

演 習 化学総合演習第三   計算化学・情報演習

実 験 化学総合実験第三    

第７学期 

講 義 
無機・分析化学特別

講義第一 

物理化学特別講義

第一 

有機化学特別講

義第一 
Chemical WorldⅠ 

ゼ ミ    L ゼミ第一 

卒業研究    学士論文研究 

第８学期 

講 義 
無機・分析化学特別

講義第二 

物理化学特別講義

第二 

有機化学特別講

義第二 
Chemical WorldⅡ 

ゼ ミ    L ゼミ第二 

卒業研究    学士論文研究 

 

Ⅲ．進路（就職と大学院進学） 

化学料の卒業生は，研究者，技術者，教育者として化学を核とする極めて幅広い産業や研究教育分

野で活躍しています。化学科の卒業生の95％以上が大学院修士課程に進んで，一段上の知識を獲得し

つつ実力を磨きます。さらに博士後期課程へと進学して一流の専門家になる道を歩む人も多くいます。

化学科は，大学院理工学研究科の化学専攻に所属する教員と物質科学専攻に所属する教員とからなっ

ており，化学科の卒業生はそのいずれの専攻にも進学することができます。化学専攻では化学の基礎

研究の発展を目指し，物質科学専攻では基礎と応用との融合を目指した研究・教育を行っています。

すなわち，化学科の卒業生は基礎から応用まで幅広い進学先を選択することができるのです。こうし

て化学科から輩出される大学院修了者は，急速に進歩・発展し，新しい萌芽が続々と現れている化学

をコアとするさまざまな領域で活躍する力量ある人材として，社会から大きく期待されています。実

際，化学科および化学専攻・物質科学専攻の修士および博士後期課程出身者は，化学工業や製薬工業

などだけでなく，エネルギー産業、電子材料その他の新材料・新素材開発産業，食品産業から情報産

業等まで広い範囲の業種の企業，各地の研究機関，大学等などで活躍しています。「物質のプロフェッ

ショナル」として、毎年多方面の企業，研究機関から多くの求人が寄せられています。 
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Ⅳ．教員一覧 

化学専攻所属教員 

分子凝縮系化学講座 

石谷  治 教授 

光反応化学・光触媒・人工光合成・配位化合物の光化学 

光エネルギーの有効利用に資する，新しい化学的概念の創製を目指していま

す。分子は光を吸収すると，様々な興味深い反応を起こします。植物の光合成

と同じように，効率よく太陽エネルギーを分子の中に蓄える人工的なシステム

を創製するためには，これらの光反応を原理から理解し，制御する方法論を確

立することが必要です。このために我々は，配位化合物や半導体との複合系の

光反応化学を中心に研究を進めています。 

川口 博之 教授 

錯体化学，有機金属化学 

配位子の設計に基づき金属錯体を合成し，その構造と物性・反応性の相関関係

について理解を深めようと研究を進めています。特に，独自に設計・合成した

金属錯体を「構造が明確な反応場」として用いて，通常では反応性が乏しい窒

素分子，一酸化炭素，二酸化炭素などの新しい反応の開拓に取り組んでいます。

前田 和彦 准教授 

固体光触媒, 人工光合成, ナノ材料, 光エネルギー変換, 光電気化学 

エネルギー・環境問題の解決に資する人工光合成反応（水の分解による水素

製造など）を促進する無機固体光触媒の研究を行っています。独自の概念に

基づき光触媒を設計し，さらにそのナノ構造を精密に制御することで，高効

率な太陽光エネルギー変換の達成を目指します。また，光触媒の構造と性能

の関係を種々の分析法を駆使して調べ，高性能光触媒を創生する指針を確立

します。 

火原 彰秀 准教授 

分析化学 

微小流路や液滴といったマイクロ・ナノ空間での液相の化学を研究していま

す。先端微細加工・超高感度光検出法を利用し、極端に狭い空間での溶液化

学・分子の振る舞いの解明を目指しています。固液・気液・液液界面が化学

反応に与える影響を詳細に解析する新しい光検出法の研究も進めています。 

 

分子化学講座 

河内 宣之 教授 

物理化学（原子・分子反応素過程） 

最も基本的な反応,すなわち素過程,を他の追随を許さない方法によって研究し

ています。特に，シンクロトン放射光，電子衝突によって生成する多電子励起

分子における電子と原子核の量子ダイナミクスに興味を持っています。 

木口  学 教授 

物性化学 

一分子を電極間に架橋させた単一分子接合を作製し，バルクとは異なる単一分

子接合に特有の物性を探索する事を目指しています。単一分子接合の伝導度計

測、振動分光計測を行い，単分子接合の構造を規定し、機能発現のメカニズム

解明を行っています。また、π共役分子間の電子輸送過程など基礎的な電子輸

送過程を単一分子レベルで解明することも行っています。 

北島 昌史 准教授 

反応物理化学 

化学反応を原子・分子の衝突現象と捉え，その衝突過程を原子・分子レベルで

研究しています。特に，化学と物理との境界領域に踏み込んだ研究を目指して

います。 

河合 明雄 准教授 

光物理化学 

溶液中の分子の光励起で起きる現象の理解や有効利用のため，電子スピン角運

動量の時間変化観測より速度定数を決定し，また電子スピンの大きさから分子

間ポテンシャルを探る方法を開発しました。これにより，活性酸素，タンパク

質光化学，光重合，励起緩和などで，光物理化学現象を支配する原理の解明に

取り組みます。 
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有機化学講座 

岩澤 伸治 教授 

有機合成化学 

医薬・有機材料など有用な有機化合物を効率よく合成する際に必要不可欠な，

新しい有機合成反応の開発を行っています。特に遷移金属化合物の特徴的な性

質を利用して新しい反応活性種を創出し，これを用いて革新的な有機合成反

応，また選択性・効率性に優れた有用な合成反応の開発をめざしています。 

鈴木 啓介 教授 

有機合成化学 

有機合成化学は，炭素化合物の三次元構造を正確に構築する方法を学ぶ学問で

す。我々の研究室では，各種の生理活性天然有機化合物をはじめとして，炭素

骨格の織りなす多彩なナノ構造の合成を考える上での基礎となる新しい合成

反応や新しい合成論理を開拓することを目指し，研究を行っています。 

後藤  敬 教授 

構造有機化学，有機元素化学，超分子化学 

有機化学の大きな特長として，分子を自在にデザインすることで，目的に応じ

たオーダーメイドのミクロ空間を創り出せる点が挙げられます。当研究室で

は，有機分子を用いてナノサイズのキャビティ型反応空間をデザインし，従来

検証が困難であった反応機構の解明などに応用しています。 

草間 博之 准教授 

有機合成化学 

新規かつ有用な有機合成反応の開発を主目的として研究を行っています。特

に，遷移金属化合物の特徴的な性質を利用した独創的反応の開発や，従来にな

い反応性，選択性を発現する機能性金属錯体の開発をめざしています。 

大森   建 准教授 

有機合成化学 

新規分子変換法を基軸とした生理活性天然物の全合成研究を行っています。ま

た，これまでにないユニークな構造を持つ生理活性化合物や機能性分子を創出

し，それらの高選択的かつ効率的な合成を目指して研究を進めています。 

 

地球環境化学講座 

岡田 哲男 教授 

分析化学 

化学の研究には欠かすことのできない物質の分離にかかわる現象を，溶液化

学，界面化学，熱力学，分子論的に捕らえ，理解するために様々なアプローチ

を試みています。また，これらの検討に基づいて，新たな分離法の開発を目指

しています。 

伊原  学 准教授 

エネルギー変換化学，電気化学 

高効率なエネルギー変換に関わる化学。太陽エネルギー利用の観点から太陽電

池の研究開発を，化石燃料の有効利用の観点から燃料電池の研究開発を化学を

ベースに行っています。具体的にはナノ構造化による物性変化を利用した新し

い光エネルギー変換材料の開発や多様な燃料に対応できる燃料電池用電極の

開発などを行っています。 

工藤 史貴 准教授 

生物有機化学 

微生物や植物は，周囲の環境から身を守るために多種多様な化学構造の抗生物

質を産生しています。細胞内の複数の酵素を利用して合成しているわけで，そ

のメカニズムを原子・分子レベルで化学解明することを目指しています。化学

と生物が融合した研究題材であり，DNA，タンパク質，低分子有機化合物と，

取扱いの異なる化学分子を相手に研究を進めています。  
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火山化学講座 

野上 健治 教授 

地球化学，火山学 

地球化学的手法による火山噴火予知研究，火山から放出される火山ガスや温泉

水，火山噴出物等の化学組成と火山活動との関係を研究しています。陸域の火

山のみならず，海底火山活動の研究観測も行っています。 

寺田 暁彦 講師 

火山熱学 

現地観測および数値モデルに基づき，火山における熱・化学的な諸現象（火口

湖や火山噴煙など）を研究しています。本学・草津白根火山観測所を拠点とし

て，草津はもちろん，北海道や九州の火山・地熱地域にも出掛けます。 

 

物質科学専攻（理系）所属教員 

物質構造講座 

江口  正 教授 

天然物有機化学 

生物は有機化合物の集まりであり，すべての生命現象はどんな生物であって

も，その根本を突き詰めていくと有機化合物同士の認識と反応に基づいて行わ

れています。そこで生命現象をよく理解していくための基礎研究として，有機

化合物の構造やその反応を詳しく解析し，分子認識機構等を有機化学の視点で

解明するというアプローチで研究を行っています。 

小松 隆之 教授 

触媒化学 

化学反応において反応速度や生成物の種類を決定している触媒について、その

働きを解明することをめざしています。触媒材料としては，純金属より優れた

触媒性能を示す特殊な合金である金属間化合物、酸化物表面に固定化した金属

超微粒子，強い酸性をもつ固体であるゼオライトなどを扱っています。 

八島 正知 教授 

無機化学･物理化学(結晶化学･材料科学･環境エネルギー化学･分析化学･物性) 

エネルギー・環境・電子・バイオ・構造材料の結晶構造を原子・電子レベルで

調べて,新しい無機材料をデザインします。材料化学の新概念構築を目指して

います。材料を使用・合成する実環境である高温での中性子・放射光結晶構造

解析を行います(高温構造物性)。燃料電池,光触媒,誘電体,環境浄化触媒,リチウ

ムイオン電池,ナノ粒子など様々な材料の結晶構造,イオン拡散経路,熱振動,相

転移,電子状態,化学結合と特性を研究しています。 

植草 秀裕 准教授 

結晶化学・固体反応化学 

有機分子や錯体分子を組み合わせ，結晶構造設計を行って分子に特別な配置を

とらせることで，新しい特性を持つ材料を開発したり，固体中での特異な化学

反応を実現します。また，粉末未知結晶構造解析や時間分解Ｘ線回折測定も駆

使し，固相反応，準安定状態，相転移挙動などにおける分子構造，結晶構造変

化を解明します。静的に見える結晶の中の動的な解析を目指しています。 

尾関 智二 准教授 

無機構造化学・結晶化学 

前期遷移金属元素の酸素酸アニオンは中性から酸性条件下で縮合し，ポリ酸と

呼ばれる金属と酸素あわせて数十～数百原子からなるクラスター状のアニオ

ンを形成します。本研究室ではＸ線結晶構造解析を主な手法として，これらの

化合物の構造を明らかにし，さらなる新しい化合物を合成することを目指して

います。 
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藤本 善徳 教授 

生物有機化学 

植物や昆虫等が産生する生理活性天然有機化合物がどのような構造をもち，ど

のように生合成され，どのような作用を有するかについて有機化学的アプロー

チにより研究しております。ステロイドやテルペノイドの分野での研究が主で

す。 

腰原 伸也 教授 

光物理化学・光化学・光物性 

光によって発生する新しい化学，物理現象である｢光誘起相転移（光ドミノ倒

し）｣を研究しています。特に，光で絶縁体，半導体が磁石に変化する，光誘

起磁性転移等や，結晶形態が巨視的に変化してしまう光誘起構造転移等の発生

機構解明を中心に研究をすすめています。新しい分野の開拓を目指して，化学

的・物理的合成法を組み合わせた物質探索と新しい測定手法の開発とを平行し

て行う点が，私達の研究室の特徴です。 

沖本 洋一 准教授 

固体光物性 

超高速レーザを用いて発生させた遠赤外光（テラヘルツ波）をプローブとして，

固体結晶の光学的性質を調べます。特に，固体の示す伝導性，誘電性，磁性な

どの「相転移現象」に注目し，それにともなう電子状態の変化の研究を行いま

す。  

 

Ｖ．質問は何処へ 

質問先：学科長 鈴木 啓介 教授（東1号館 3F-35号室 内線2228） 

なお，化学科のホームページ： http://www.chem.titech.ac.jp/ も参考にして下さい。 

 


